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辻本 元 ･大田芳宏 (東大医科研 ･獣医)
AIDS動物モデルの確立を目的として､まずヒ
トAIDSウイルス (HIV-1およびHIV-2)と
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C.資 料 提 供
数種薬物によるニホンザル虹彩平滑筋に対する作用
橋本吉弘･梁 信元･波辺 稔
(名市大･薬･薬品作用)
各種噛乳頬虹彩平滑筋はコリン作動性薬物､ア
ドレナリン作動性薬物､タキキニン頬､プロスタ
グランジン (PG)頬に対して様々な反応性を有
し､その薬物感受性は動物種により大きな差があ
ることが既に報告されている｡本研究では摘出日
本ザル虹彩縮瞳筋のこれらの薬物に対する反応性
について検討した｡実験にはリング状の標本を用
い､その等尺性張力変化を記録した｡
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